
能代市立第五小学校

学校報 ＮＯ．13
令和６年 12月 ３日
TEL.58－2178 校長室

〈校 訓〉 夢にいどみ 人と和す
〈教育目標〉 進んで学び 心豊かで すこやかな子どもの育成

いろんな人の話を聴いて考える。最適解は･･･ 生き方や仕事の振り返り･･･
11月後半からいろんな方の講演を聴く機会がありました。１１

月２３日には郡市ＰＴＡ主催の「不思議と笑いと驚きと～考え方
次第で世界は変わる～」プロマジシャンブラボー中谷さんご夫妻
によるマジック＆講演会です。１日おきの透析４時間半もプラス
に捉えて仕事をしたり、「いろんなことがある。難しいけどこれから
がピークだ」と前向きに生きることを示したりするブラボーさんの
話を聴き勇気をもらいました。日本テレビのドキュメンタリー番組
に３年間取材を受けていたようです。自分はまだまだ甘いな、が
んばらなければいけないなと思わせてくれる講演会でした。

11月27日には5，6年生の健康教室を開催しました。講師はJCHO秋田病院小児科大塚美穂子
先生です。中学校で生徒指導を担当している頃から大塚先生にはいろんな相談をしてお世話
になっています。今回は「メディアが及ぼす心身への影響とよりよい生活習慣の確立に向け
て」と題してお話しいただきました。小学生のスマホ所持率やフィルタリング、問題行動や
心身への影響についてデータを基に一人一人の将来を心配していることを伝えてくださいま
した。校長室では、40万人の引きこもりや34万人といわれる不登校児童生徒、過去最高値と
なった小中高生の自殺者について話し合いました。「学校は、いやなら来なくてもいいよとい
うメッセージを発信せず、楽しいところ、友達や先生、地域と関わって学ぶところ、いろん
なことに挑戦するところ、自分を磨くところ」と発信していきたい考えを話すと、大塚先生
は「医療は、行きたくなかったら行かなくてもいい。
ただし、ちゃんと食べる、勉強をすることは続けなけ
ればいけないよ」と支えていく。それぞれの立場で子
どもたちを支えていくことを確認しました。授業での
学びと体験や地域での学びから、たくましく生きる五
小っ子に育てたいと思いました。

※能代東中総合的な学習発表会に参加し、1年生のあいさつと発表、成長ぶりに感激してきました。

回 覧

11月29日全県生徒指導研究大会が湯沢雄勝地
区で開催され、参加してきました。午前中の分
科会では本地区代表が発表しました。その発表
に対する質問や協議が盛り上がり退職が近づい
たベテランたちにとってはホッとしました。生
徒指導を熱く語ることができる若い教師が多く、これから各地域を支えていくだろうと確
認し合いました。
午後の講演会は「自己指導能力獲得のための勉強法」と題して偏差値35の学年ビリから、

２浪で自分の勉強法を見直し、どうすれば成績が上がるのかを徹底的に考え抜いた結果、
東大に合格。漫画ドラゴン桜の編集やドラマドラゴン桜の脚本監修を担当したリアルドラ
ゴン桜といわれる西岡壱誠（にしおかいっせい）氏でした。
話す言葉に力を感じ、引き込まれあっという間の90分でした。「土下座勉強法」「成功な

んて気分だ」「子どもの幸福度意識が低い日本。未来を変える気持ちがない。今より5年後
幸せかという問いに世界122位、世界一貧しいといわれている国より低い」など考えさせら
れるキーワードがたくさんありました。ユーチューブでもスイッチが入ったきっかけなど
を紹介していますのでこんな時は活用を！ 五小っ子よ、スイッチオン！

行動するやつだけが勝つ！挑戦すること
が大切だ！涙を流せる挑戦なら大丈夫！

自治会の皆様

お願いします


